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６月３０日（木）に延べ２０名が参加し、湯沢砂防管内の魚野川流域７箇所（登川流路工2箇
所、水無川流路工、大源太川第１号砂防堰堤、板木砂防堰堤、土樽砂防堰堤、魚野川床固工群
周辺）において夏休み前の砂防施設安全利用点検を実施しました。
本点検は、多くの方が水辺を利用される機会が増える夏休み前に、砂防施設やその周辺設備

を安全に利用していただくことを目的として毎年実施しています。点検には湯沢町や南魚沼市
の職員の方にも参加いただき、それぞれの立場、目線で点検を実施しました。
今回の点検で指摘があった箇所については、夏休み前までに対策を実施予定です。

砂防施設周辺の点検の様子 点検指摘箇所

魚野川床固工群
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土樽砂防堰堤

護岸付近が陥没していた。

注意喚起看板が草に覆われ表示が
不明瞭になっていた。

大源太川第１号砂防堰堤

登川流路工

注意喚起看板が破損していた。

川は自然あふれる魅力的な空間です。また、子どもたちの遊びの場でもあり、学びの場でもあります。
一方で、川や水辺には、さまざまな危険が潜んでいます。
管内は、首都圏などから多くの方が訪れますが、川遊びをする際は、気象情報等で天候を確かめ、ラ
イフジャケットの着用など事前準備の上、安全対策に十分注意いただくようお願いします。
子どもだけで川遊びに行かない、危険な場所や大きな石に近づかないことが事故を防ぐポイントです。

安全に施設を利用していただくために！
～夏休み前の砂防施設安全利用点検を実施(魚野川編)～


